
会  場  足立区生涯学習センター 

定  員  30 名(抽選) 

受 講 料  2,000 円(当日会場で支払い)  

申込方法  往復ハガキに､住所､氏名(フリガナ) 

電話番号､｢実録・鬼平講座｣ 

と明記の上､下記へ郵送(１人１通､連名可) 

申込締切  平成 20 年 6 月 14 日(土)必着 

申 込 先  〒120-0034 足立区千住 5-13-5  

足立区生涯学習センター内 あだち区民大学塾 事務局 

問合わせ先  あだち区民大学塾 事務局 電話 03-5813-3759 

(平日午後 1時～5時) 
主  催  NPO 法人あだち学習支援ボランティア｢楽学の会｣ 

(財)足立区生涯学習振興公社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池波正太郎の小説『鬼平犯科帳』の長谷川平蔵宣以は、歴史上の人物でありながら、

実像はほとんど知られていない。この講座では平蔵が｢鬼｣ではなく、｢仏｣心の持ち主と

して世界にさきがけ、人足寄場を考えだしたなど、虚像ではない、実像を詳しく学んで行

きます。又鬼平青春の町や役宅跡など、平蔵が活躍した主な舞台も現地学習します。 

回・月日 講座内容・テーマ 講 師 

第１回 

６月 28 日 
「出生の秘密から青年時代」 

～母親は行儀見習の家女だった～ 

第２回 

７月５日 
「犯罪摘発と人間操縦法」 

～ち密な捜査で巨悪を召し捕る～ 

第３回 

７月 12 日 
「平蔵の生き様、その 50 年」 

～役宅での日常、人足寄場の創設など～ 

佐々木 明 氏 

ジャ－ナリスト、歴史研究家、

獨協医大講師、元朝日新聞社

会部記者。 

共著に『鬼平を歩く―実録･

長谷川平蔵の生涯』など。 

第４回 

７月 19 日 
「現地学習」＜内容＞   詳細は裏面をご覧下さい。 

長谷川平蔵が青年時代から臨終まで愛し、活躍した主な舞台を実地研修します。

プレゼント参加者に将軍家斉が病床の平蔵に届けた殿中の妙薬と同じ成分の『ケイギョク』を信州薬品(試供品)より贈呈。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民が学ぶ・教える･創る 平成２０年度 「あだち区民大学塾講座」募集要項 

中央：旧長谷川平蔵屋敷とある（遠山金四郎）
左：役宅イメージ  右：人足寄場・石川島

生涯学習センター

・つくばＥＸ

毎週土曜日 ２時～４時

長谷川家家紋 
「左三藤巴」 

のぶ ため

江戸っ子下町のヒーロー 



第４回 現地学習の実施要領         江戸の古地図で「鬼平」を歩く 

長谷川平蔵が青年時代から臨終まで愛し、活躍した主な舞台を実地研修します。 

７月１９日午前１０時３０分、都営地下鉄新宿線･菊川駅改札口集合。（雨天決行） 

○当日の散策行程（歩行時間は全体でゆっくり歩いて１時間半程度） 

菊川駅前の長谷川平蔵役宅跡を一巡（徒歩約２０分）－深川江戸資料館（見学）－ 

都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」－門前仲町－富岡八幡宮（鬼平青春の町で深川めしの

昼食）－都営大江戸線「門前仲町駅」－「月島駅」－人足寄場跡地－住吉神社（１５：０

０頃解散予定）（深川江戸資料館は見学料金３００円、深川めしは１０００円程度です） 

コース１：江戸切絵図＜本所深川絵図＞より現在の場所を表示 

 

 


